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副陰嚢を合併 した先天性会陰部脂肪腫の1例

和歌山県立医科大学泌尿器科学教室(主 任:大 川順正教授)

森 田 照 男,安 川 修,松 本 美 代

新家 俊 明,大 川 順正

CONGENITAL PERINEAL LIPOMA WITH ACCESSORY 

 SCROTUM: A CASE REPORT

Teruo Morita, Shu Yasukawa, Miyo Matsumoto, 

Toshiaki Shinka and Tadashi Ohkawa 

From the Department of Urology, Wakayama Medical College

   A tumor mass covered with scrotum-like skin on its tip was found on the perineal region of 
3-year-old boy since his birth. The mass was diagnosed as congenital lipoma, which was resected, 
because of its gradual enlargement. Histopathological findings of the tumor indicated perineal 
lipoma, and the scrotum-like portion was diagnosed as an accessory scrotum. In the Japanese 
literature, 7 congenital perineal lipomas (6 males, 1 female) have been reported and all male cases 
except 1 case (no description about scrotum) were accompanied with an accessory scrotum. 

   We conclude that there may be a close relationship between congenital perineal lipoma and 
accessory scrotum. 

                                                  (Acta Urol. Jpn. 37: 647-649, 1991)
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緒 言

先天性会陰 部脂肪腫に副陰嚢を合併 した1例 を経験

したので,本 症について若干の文献的考察 を加 え記載

する.

症 例

患者=3歳,男 児

主訴:会 陰部腫瘤

家族歴 ・既往歴:特 記事項 な し

現病歴:出 生時体重3,080g.満 期正常分娩.生 下時

より会陰部に小指頭大の腫瘤 を認め,生 後4日 目に当

科受診 し脂肪腫 と診断 され経 過観察を受けていた.腫

瘤は緩徐ではあるが増大傾 向を示 したため,1987年7

月27日,腫 瘤切除を 目的 として入院 とな った.

現症:身 長96cm,体 重15kg.脈 拍go/分,血 圧

110/70mmHg.全 身状態 良好,眼 球結膜,眼 瞼結膜

には黄疸,貧 血を認めず,腹 部は平坦,軟 で異常所見

はみ られない.会 陰部腫瘤は,弾 性 軟かつ小指様の突

出 した様相を呈 し,左 陰嚢直下,会 陰縫線 左側に懸垂

状に存在 していた.腫 瘤 の先端中央部付近 には陰嚢皮

膚類 似の外観を呈す る小隆起が認め られた.ま た,陰

嚢は二分陰嚢 であった(Fig.1).

入 院時検査成績:一 般 検血 および血液生化学検査で

は異 常所見はな く,心 電 図,胸 部X線 撮影 上でも異常

は認 めなか った.排 泄性 腎孟造影や膀胱尿道造影では

腫瘤 と尿路 の交通は認めず,ま た,直 腸診において も

腫瘤 と直腸 との交通は認めなか った.

これらの所見か ら,二 分 陰嚢 の他には重篤な奇形の

合併はない と判断 し,8月4日,会 陰部脂肪腫に対 し

全身麻 酔下に腫瘤摘除術を 施 行 した.摘 除 した腫瘤

は,大 きさ4cm×2cmx2cm,重 さ8gで あ った.

病理組織学的所見1腫 瘤 には悪性所見はな く,成 熟

した脂肪組織 の増生が認め られ,術 前診断通 り会陰部

脂肪腫 と診 断 された(Fig.2).ま た 腫瘤先端の小隆

起の皮下組織には平滑筋線維が認 められ,脂 肪組 織を

あ ま り含まないな ど,正 常の陰嚢皮膚構造を もつ こと

か ら会陰部 副陰嚢 と考え られた(Fig.3).

考 察

脂 肪腫は 良性腫瘍の うち最 も多いもののひ とつであ

り,そ の好発部位 として頸部,背 部,肩 甲部,腹 壁な
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Table1. Sevencasesofcongenitalperineal

lipomainJapaneseliterature.

No.報 告年 報告者 性別 年齢 脂肪附 きさ 副陰嚢合併

l
Fig.1.Congenitalperinealmasswasseenjust

belowtheleftscrotumandatthetip
ofthemassscrotum-1ikesmallswelling
existed.Scrotumwasbifidtype.

11955清 水P男6M40×35×30

21979佐 藤らn男2Y くるみ大

31982深 水らコ,女1M35×35×55

41983前 原 らA男4M 鶏卵大

51985松 井 ら51男4Mピ ンポン球 大

61991松 井 ら6)男7D34×36×46

71990自 験例 男3Y40×20×20
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有

有

有

有

有
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どがあげ られるが,陰 嚢 内や会陰部 に発生す るものは

稀 とされている.自 験例は出生時 よりすでに会陰部脂

肪腫が確認 された先天性の ものであ り,こ の様な症例

は本邦では 自験例を含め これ までに7例 が報告 され て

いる(Tablel)■ 第1例 は1955年 に整 形外科か ら報

告 された症例であ り,副 陰嚢 に関す る記載はない.ま

た,第3例 は女児に発生 した有茎性脂肪腫であ り極め

て珍 しい症例 と思われ る.こ の2例 を除 くとすべ ての

症例に副陰嚢が認め られてお り,こ の両者 には密接な

関係があると思われ る。

会陰部 副陰嚢は陰嚢奇形 の うち で も稀 と されてお

り,こ れ までに本邦 では13例,世 界では23例 報告 され

ているが,脂 肪腫合併 との記述を欠 くもので も,そ の

部における腫瘤 の存在はすべ ての症例について うかが

われる ところである.こ の原因 としては,お そ らく腫

瘤形態についての表現が異な るため と思われる.す な

わち,自 験例 の様に腫瘤が懸垂状に発育 し,そ の一部

に副陰嚢 をみ る もの に 対 しては脂肪 腫 として記述 さ

れ,一 方,陰 嚢 の皮膚が腫瘤全体を覆 っている場合に

は腫瘤 としての認識はあ って も,脂 肪腫 と しての記載

がなされ ていない もの と思われ る.

一般 に,脂 肪腫は成人に多い とされ ているが,先 天

性会陰部脂肪腫では副陰嚢の合併が高頻度に認め られ

る ことか ら,成 人例のそれ とは,そ の発生機序を異に

す ると考 えられ,副 陰嚢 が生 じる際,皮 下の脂肪組織

がなんらかの刺激を受 け脂肪腫 と して腫瘤状に発 育 し

て くるもの と思われる.

副陰嚢の発生機序 として定説はい まだないが,野 口

ら7)は,陰 唇陰嚢 隆起 の二重分割に よ り同側の副陰嚢

が発生 し,陰 唇陰嚢隆起 の三重発生に よ り正中線上の

副陰嚢が生 じる と仮定 してい る.こ の説に従 うと,本

例 では左陰嚢直下 かつ会陰縫線の左側に腫瘤 お よび副

陰嚢が存在する ことか ら,左 陰唇陰嚢隆起 の二重分割

に よ り副陰喪が発生 し,皮 下の脂肪腫の増大 と共にそ

の先端部に位置 した ものと考え られる.

永野 ら8)は,副 陰襲 と脂肪腫な どの会陰部腫瘤 とを

鑑別するポイ ン トと して,明 らかに陰襲襲を示す皮膚

が存在する こと,組 織学的に 肉様膜を証 明す ること,

の二点が重要 だ としてい る.し か し,今 まで述ぺた ご

とく副陰嚢 には脂肪腫を高率に合併す ることか ら,あ

えて脂肪 腫と鑑別す る必要 はな く,む しろ脂肪腫上に
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陰嚢皮膚を示す部分があ り,組 織学的 に肉様膜が証 明

されれば,副 陰嚢 としての診 断はつ くものと考え る.

自験例では生下時 よ り会陰部脂肪腫 が認め られてい

たが,副 陰嚢 の存在に対 してはあま り注意が 向け られ

ていなか った.し か し,こ れ まで報告 され た症例を詳

細に検討 した結果,先 天性会陰部脂 肪腫では高頻度に

副陰嚢を合併す ることが明 らか とな り,副 陰嚢が生ず

る際,程 度の差 はあって も必ず脂肪腫を伴 うと して も

過言ではない と思われた.

結 語

先天性会陰部脂肪腫 に副陰嚢を合併 した1例 を経験

したので,こ の両者 の合併に関す る考え方を中心 とし

て文献的考察を加え記載 した.
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